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溶媒抽出-分離法および溶媒抽出を応用した分離法の開発と
都市鉱山からのレアメタルの分離回収
日本は資源に乏しく、レアメタルのほとんどを輸入に頼っている。現在のハイテク産業を持続的に発展させていくには、レアメタルの安
定供給が欠かせない。日本では、都市鉱山からのレアメタルの回収再利用が有望視されているが、溶媒抽出はレアメタルを分離回収
するための最も有力な手法である。

バッチ式の溶媒抽出実験によって、抽出
の最適条件を決定し、その条件を多段抽
出装置である遠心液-液分配クロマトグラ
フィーに適用すれば特定のイオンを分離で
きる。また、適当な抽出試薬を担持した機
能性ゲルを調製して、そのゲルを充填した
カラムに試料溶液を通水して、レアメタル
を分離捕集することも可能である。

様々な組成の廃液中からレアメタルを分
離回収するための豊富なノウハウと経験を
有しています。レアメタルの回収について
興味のある方はご相談下さい。
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特徴：短時間で自動的に多段抽出を行うことができる。
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